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活
躍
す
る
シ
ル
バ
⒲
会
員 

都
市
公
園
等
維
持
管
理
業
務 

詳
細
は
本
文
２
ペ
勖
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い 

写真 広報委員／今榮 満夫 
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   都
市
公
園
等
維
持
管
理
業
務 

公
園
班 

␷
回
目 

今
回
の
䣓
活
躍
す
る
シ
ル
バ
䤀
会

員
䣔
は
䣍
都
市
公
園
等
維
持
管
理
業
務

を
行
䣬
て
い
る
公
園
班
の
業
務
を
紹
介

し
ま
す
䣎
公
園
班
で
は
年
間
を
通
し
て

宝
塚
市
内
に
あ
る
各
公
園
内
の
除
草
や

清
掃
䣍
植
木
の
手
入
れ
な
ど
を
行
䣬
て

い
ま
す
䣎
当
セ
ン
タ
䤀
の
公
園
班
は
現

在
䣍
１
組
３
䣢
４
人
編
成
で
６
組
が
あ

り
䣍
約
20
人
が
こ
の
業
務
に
従
事
し
て

い
ま
す
䣎 

今
回
は
武
庫
川
を
見
下
ろ
す
住
宅
街

に
あ
る
月
見
山
第
５
公
園
で
就
業
し
て

い
る
グ
ル
䤀
プ
を
取
材
し
ま
し
た
䣎 

こ
の
グ
ル
䤀
プ
の
メ
ン
バ
䤀
は
矢
田

稔
会
員
䥹
班
長
䥺
䣍
上
霜
䥹
う
え
し

も
䥺
進
会
員
䣍
加
藤
輝
雄
会
員
䣍
森
井

博
夫
会
員
の
４
名
䣎
こ
の
日
䣍
各
会
員

は
手
際
よ
く
公
園
内
の
樹
木
の
剪
定
や

清
掃
作
業
な
ど
を
行
䣬
て
い
ま
し
た
䣎 

矢
田
会
員
に
お
話
を
お
伺
い
す
る
と

䣓
こ
の
班
で
は
市
内
32
カ
所
の
公
園
を

担
当
し
て
い
ま
す
䣎
毎
年
５
月
か
ら
12

月
は
除
草
作
業
䣎
12
月
か
ら
４
月
ま
で

は
剪
定
作
業
を
中
心
に
行
䣬
て
い
ま

す
䣎
そ
れ
か
ら
毎
月
１
回
の
定
期
清
掃

と
年
に
１
回
程
度
の
樹
木
へ
の
肥
料
や

り
も
行
䣬
て
い
ま
す
䣔
と
の
こ
と
䣎 

作
業
の
様
子
を
見
て
い
る
と
各
会
員

の
動
き
は
非
常
に
ス
ム
䤀
ズ
で
䣍
切
り

落
と
し
た
枝
葉
類
で
ト
ラ
䣹
ク
の
荷
台

が
見
て
い
る
間
に
い
䣬
ぱ
い
に
な
䣬
て

い
き
ま
す
䣎
そ
の
分
䣍
公
園
内
が
ど
ん

ど
ん
綺
麗
に
な
る
の
が
わ
か
り
ま
す
䣎 

          

こ
の
業
務
に
就
か
れ
て
矢
田
会
員
と

上
霜
会
員
は
10
年
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
䣍

加
藤
会
員
は
４
年
目
䣍
森
井
会
員
は
３

年
目
に
な
る
そ
う
で
す
䣎
上
霜
会
員
は

䣓
こ
の
就
業
は
楽
し
い
で
す
ね
䣎
忙
し

い
で
す
が
䣍
充
実
感
が
あ
り
ま
す
䣔
と

話
さ
れ
ま
す
䣎
こ
の
日
の
１
日
の
流
れ

は
䣍
朝
８
時
か
ら
３
時
過
ぎ
ま
で
公
園

内
で
の
作
業
䣍
そ
の
あ
と
切
り
取
䣬
た

枝
葉
や
ゴ
ミ
類
を
ト
ラ
䣹
ク
に
積
み
込

ん
で
処
理
場
へ
持
ち
込
む
そ
う
で
す
䣎 

          

矢
田
会
員
は
䣓
長
年
こ
の
業
務
を
や

䣬
て
い
る
の
で
䣍
道
具
類
を
持
つ
と
身

体
が
自
然
に
動
く
感
じ
で
す
䣎
私
は
若

い
頃
は
ゴ
ル
フ
場
の
グ
リ
䤀
ン
キ
䤀
パ

䤀
を
や
䣬
て
い
た
の
で
䣍
外
で
の
作
業

は
好
き
で
す
ね
䣔
と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま

す
䣎
こ
の
就
業
の
や
り
が
い
な
ど
に
つ

い
て
お
聞
き
す
る
と
䣓
私
た
ち
の
作
業

で
公
園
が
綺
麗
に
な
る
の
は
嬉
し
い
も

の
で
す
䣔
と
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
䣎 

市
内
各
地
域
の
住
民
に
親
し
ま
れ
て

い
る
公
園
で
す
が
䣍
そ
の
清
潔
な
環
境

作
り
に
当
セ
ン
タ
䤀
会
員
の
就
業
が
非

常
に
役
立
䣬
て
い
る
と
感
じ
た
取
材
で

し
た
䣎 

䥹
広
報
委
員
／
佐
野 

純
䥺

 

  ◆
␸
月
⑿
␹
月
事
故
内
容 

令
和
５
年
３
月
末
現
在 

傷
害
事
故 

␷
件 

傷
害
事
故 

内 

容 

徒
歩
で
就
業
先
に
向
か
う
途

中
転
倒
し
䣍
手
を
地
面
に
着
い
た

際
右
肩
を
脱
臼
し
た
䣎 

 

注
意
点 

普
通
に
歩
道
を
歩
く
際
で
も

多
少
の
高
低
差
は
あ
る
の
で
注
意

す
る
こ
と
䣎 

    

 
 

前

年

度 

令
和
４
年
度 

 

10
件 

４
件 

損

害 

５
件 

４
件 

傷

害 

活
躍
す
る
シ
ル
バ
⒲
会
員 

安
全
委
員
会
だ
よ
り

｢

安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る
努

を
合
言
葉
に
助
安
全
就
業
の
心

得
努
を
遵
守
し
劣
事
故
の
無
い

よ
う
就
業
し
ま
し
勅
う
劤 

(

安
全
委
員
会) 

▲低木の剪定 

▲作業車の荷台に満載の剪定枝 

表
紙
写
真
は
左
か
ら
劣
加
藤
会
員
劣
矢
田

班
長
劣
上
霜
会
員
劣
森
井
会
員 
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  ◆
接
遇
␅
⏱
␟
講
習
会 

令
和
５
年
３
月
14
日(

火)

䣍
午
後
２

時
か
ら
４
時
ま
で
䣍
当
セ
ン
タ
䤀
３
階

大
会
議
室
に
て
䣍
株
式
会
社
ａ
ｉ
ｍ
代

表
取
締
役
米
谷
侑
子
氏
を
講
師
に
迎
え

接
遇
マ
ナ
䤀
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
䣎 

｢

お
互
い
に
幸
福
に
な
る
コ
ミ
䣻
ニ
ケ

䤀
シ
䣼
ン
を
主
と
し
た
接
遇
マ
ナ
䤀
䣔

と
題
し
て
気
持
ち
の
良
い
会
話
の
た
め

の
コ
ミ
䣻
ニ
ケ
䤀
シ
䣼
ン
の
方
法
を
学

び
䣍
会
員
９
名
が
参
加
し
ま
し
た
䣎 

              

◆
植
木
剪
定
勉
強
会 

令
和
５
年
３
月
17
日(

金)

䣍
午
前
９

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
䣍
植
木
班
班
長

中
村
輝
夫
会
員
䣍
田
中
政
好
会
員
を
講

師
に
剪
定
作
業
の
勉
強
会
を
開
催
し
ま

し
た
䣎 

                

午
前
中
は
䣍
当
セ
ン
タ
䤀
３
階
大
会

議
室
で
剪
定
作
業
に
関
わ
る
安
全
講
習

と
䣍
当
セ
ン
タ
䤀
職
員
に
よ
る
剪
定
作

業
報
告
書
作
成
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
䣎
そ
の
後
䣍
市
立
病
院
の
庭
園
に
移

動
し
実
際
に
植
木
剪
定
作
業
を
行
い
䣍

植
木
班
会
員
９
名
が
参
加
し
ま
し
た
䣎

 

  ◆
特
殊
詐
欺
被
害
未
然
防
止 

令
和
５
年
３
月
３
日(

金)

䣍
当
セ
ン

タ
䤀
の
会
員
お
よ
び
法
人
と
し
て
の
当

セ
ン
タ
䤀
が
䣍
特
殊
詐
欺
を
未
然
に
防

止
し
た
功
績
に
よ
䣬
て
兵
庫
県
宝
塚
警

察
署
長
よ
り
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
䣎 狩

野
会
員
䣍
柳
澤
会
員
䣍
谷
口
会

員
䣍
谷
本
会
員
の
４
名
は
䣍
詐
欺
被
害

に
遭
う
寸
前
の
高
齢
者
に
臨
機
応
変
䣍

か
つ
適
切
に
対
応
し
被
害
を
未
然
に
防

止
し
ま
し
た
䣎 

              

 

  ◆
長
尾
第
␸
地
区
合
同 

清
掃
␃
␐
␚
⏭
⏊
⏉
実
施 

 

令
和
５
年
３
月
15
日(

水)

䣍
阪
急

山
本
駅
北
の
ロ
䤀
タ
リ
䤀
に
長
尾
第
２

地
区
地
域
班
会
員
13
名
が
集
合
し
䣍
駅

前
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
䣵
ア
を
行
い
ま
し

た
䣎 ま

た
䣍
次
回
の
合
同
ハ
イ
キ
ン
グ
は

有
馬
富
士
公
園
に
決
定
し
䣍
そ
し
て
䣍

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
䣵
ア
も
改
め
て
実
施
す

る
こ
と
を
決
め
解
散
し
ま
し
た
䣎 

 
 

講

習

会

報

告

警

察

署

長

表

彰
▲写真は左から、谷本会員、谷口会員、木本理事長、
柳澤会員、田村宝塚警察署長 

▲熱心に受講する様子 

▲植木剪定実技の様子 

地

域

班

だ

よ

り▲朝は寒く、徐々に気温が上昇、春らしくボランティア
日和でした 
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地区・地域班一覧表 
ブロック長  仲田 加代子                              令和５年５月１日現在 

 地区名 地域班 班長(〇印は地区長) 町     名 

良
元
ブ
ロ
䣹
ク 

良元第１ 

１ 井上 康三 
梅野町、長寿ガ丘、月見山、武庫山、紅葉ガ丘、湯本町、

大字伊子志 

２ 松本 彰二 寿楽荘、中州、光ガ丘、宝松苑、南口、大字小林 

３ 〇辻 由裕 青葉台、逆瀬台、ゆずり葉台 

４ 選任中 野上、宝梅、大字蔵人 

良元第２ 

１ 〇大久保 敏行 伊子志、逆瀬川、末広町、社町、東洋町 

２ 徳岡 隆夫 小林、千種 

３ 野上 高歩 亀井町、光明町、末成町、福井町 

良元第３ 

１ 〇魚座 征一郎 御所の前町、高司、高松町、中野町、美幸町 

２ 井手 義明 

塔の町、仁川旭ガ丘、仁川うぐいす台、仁川清風台、仁川

高台、仁川高丸、仁川台、仁川団地、仁川月見ガ丘、仁川

宮西町、犬字鹿塩 

３ 佐藤 佳久 
大吹町、鹿塩、駒の町、新明和町、大成町、谷口町、仁川

北 

宝
塚
ブ
ロ
䣹
ク 

宝塚第１ 

１ 名和 昌昭 
御殿山、すみれガ丘、大字川面(長尾山)、切畑字長尾山 13

番 

２ 長谷川 守 川面、栄町、桜ガ丘 

３ 上月 正則 清荒神、米谷、大字米谷(清荒神) 

４ 〇小廣 正 

泉ガ丘、中山荘園、中山寺、売布、売布ガ丘、売布きよし

ガ丘、売布自由ガ丘、売布山手町、切畑字長尾山 11、12

番、大字中山寺 

宝塚第２ 

１ 川上 博文 旭町、向月町、鶴の荘、美座、宮の町、武庫川町 

２ 〇長 雄久 泉町、今里町、寿町、星の荘、三笠町、売布東の町 

３ 岩城 正己 安倉北、安倉西、小浜、弥生町 

４  松本 公夫 安倉中、安倉南、金井町 

長
尾
ブ
ロ
䣹
ク 

長尾第１ 

１ 倉本 幸一 中山桜台、中山台、切畑字長尾山10番地 

２ 池永 政雄 中山五月台、山手台西、山手台東、中筋字長尾山9番地 

３ 松下 庸善(副班長) 中筋、中筋山手 

４ ○倉本 武保 
長尾町、山本台、山本中、山本西、山本東、大字中筋(中筋

字長尾山9除く) 

長尾第２ 

１ 板垣 泰彦 口谷西、口谷東、山本南 

２ 〇島本 稔  山本野里、山本丸橋 

３ 樋口 彰吾 平井、平井山荘、南ひばりガ丘、大字平井 

４ 酒井 榮二 
長尾台、花屋敷荘園、花屋敷つつじガ丘、花屋敷松ガ丘、

雲雀丘、雲雀丘山手、ふじガ丘、切畑長尾山1～3、17番地 

西
谷
ブ
ロ
䣹
ク 

西谷第1 １ 〇藤後 勝 

大字大原野、大字上佐曽利、大字切畑、(長尾山を除く)、

大字香合新田、大字境野、大字芝辻新田、大字下佐曽利、

大字玉瀬、大字長谷、大字波豆、切畑字長尾山(他) 
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事務局職員の職務分掌                         令和５年５月１日現在 

役  職 氏  名 担  当  事  務 担当委員会等 

常務理事兼 

事 務 局 長 
塩﨑 美和子 統括事務管理 総会、理事会 

次  長 武内 康彦 事務局長補佐、庶務、渉外統括管理 総会、理事会 

主  査 筒井 宏明 

庶務、経理業務統括補佐 

渉外業務統括補佐、公共屋外管理 他 

派遣事業 

総会、理事会、安全

就業推進員、事業開

拓委員会、就業適正

化委員会 

主  任 大仲 洋平 
公共一般作業群、企業管理群 他 

派遣事業 
安全委員会 

担  当 籔田 淳 技能群、企業一般作業群 他 互助会 

担  当 田村 淳子 
公共サービス群、公民一般作業群、育児支援

サービス 他、ボランティア、派遣事業 

互助会 

 

担  当 中尾 道雄 庶務、経理事務 他 
広報委員会 

事業開拓委員会 

再任用職員 後中 優 庶務事務  

臨時職員 宮原 里佳 
技術群、家庭サービス群 

家庭一般作業群 他 
 

臨時職員 尾﨑 信子 事務群、折衝外交群、内職、独自事業 他  

臨時職員 大峠
おおごえ

 一三 手除草  

開拓専門員 舩崎 政治 就業開拓  
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◆
⏞
␒
⏷
␟
␄
⏋
␚
⏯
⏒
␟
⏰ 

今
年
度
も
引
続
き
シ
ル
バ
䤀
ポ
イ
ン

ト
カ
䤀
ド
を
実
施
し
て
い
ま
す
䣎 

３
月
に
お
届
け
し
ま
し
た
案
内
を
ご

覧
の
上
䣍
是
非
と
も
応
募
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
䣎 

◆
定
時
総
会
⎡
⎇
案
内 

令
和
５
年
５
月
30
日(

火)

䣍
午
後
１

時
か
ら
ソ
リ
オ
ホ
䤀
ル
に
て
開
催
の
予

定
で
す
䣎 

詳
細
は
後
日
送
付
す
る
議
案
書
な
ど

を
ご
覧
く
だ
さ
い
䣎 

    

◆
女
性
⎡
集
⍷ 

令
和
５
年
６
月
14
日(

水
䥺䣍
午
後
２

時
よ
り
女
性
の
集
い
を
開
催
し
ま
す
䣎

女
性
会
員
の
皆
さ
ま
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
䣎 

◆
会
員
⎡
状
況
␲␹
月
末
現
在
␳ 

会
員
数
・
平
均
年
齢
は
３
月
末 

入
退
会
者
数
は
２
月
䦅
３
月 

         

   

   

俳 
 

句 

 

俳
句
サ
勖
ク
ル 

古
都
の
夜
に
炎
舞
い
散
る
お
水
取
り 

❤
川
嶋 

兼
雄 

花
筏
ゆ
る
り
分
け
ゆ
く
鯉
の
背
な 

❤
近
藤 

信
一 

歓
声
の
響
く
ド
䤀
ム
や
花
馬
酔
木 

❤
中
嶋 

諒
子 

病
む
友
の
一
言
重
し
春
惜
し
む 

❤
橋
本 

千
津
子 

躑
躅
咲
く
庭
と
会
話
の
は
ず
み
け
り 

❤
羽
山 

淳
子 

一
球
に
世
界
ど
よ
め
く
春
の
宴 

❤
安
井 

修 

会 員 数 ９２２名 

(男性会員数) ６６３名 

(女性会員数) ２５９名 

入 会 者 数 １８名 

退 会 者 数 １０名 

平 均 年 齢 ７４.６歳 

会

員

の

広

場

配  分  金 

支払い日のお知らせ 

 

5月就業分  6月15日(木) 

6月就業分  7月14日(金) 

7月就業分  8月15日(火) 

令和５年度第２回就業相談会を開催 

未就業の方を対象として就業相談会を開催します。相談をご希望の方は、あらかじめ予約が必要で

すので、下記にてお申し込みください。 
 

１．相談会開催日   令和５年６月１５日(木) 午後１時～３時 

２．開催場所     宝塚市シルバー人材センター３階大会議室 

３．申込方法     当センターに電話、または来所にてお申し込みください。 

４．電話番号     TEL: 0797(81)7000  

５．対象者      未就業の方が対象です。 

事

務

局

だ

よ

り

会
員
の
広
場
に
掲
載
す
る
皆
さ
ま
の
作
品

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
劤 

広
報
委
員
会 
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編 

集 

後 

記 

よ
う
や
く
マ
ス
ク
生
活
も
個
人
判

断
と
な
り
䣍
以
前
の
よ
う
な
生
活
に

戻
れ
る
の
か
と
䣍
安
堵
し
て
ま
す
䣎

同
時
に
シ
ル
バ
䤀
で
の
行
事
が
全
て

復
活
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
䣎
▲

何
か
と
制
約
の
多
い
活
動
ば
か
り
が

続
い
て
少
々
寂
し
く
思
䣬
て
い
ま
し

た
が
䣍
自
由
に
活
動
で
き
る
と
な
る

と
会
員
同
志
の
交
流
も
盛
ん
に
な
れ

ば
と
思
い
ま
す
䣎
▲
又
䣍
会
員
数
も

徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
䣍
プ
ラ
ス

傾
向
に
あ
る
と
聞
い
て
嬉
し
く
思
䣬

て
お
り
ま
す
䣎
▲
近
々
で
は
䣍
会
員

様
よ
り
の
投
稿
が
増
え
て
紙
面
が
賑

や
か
に
な
䣬
て
お
り
ま
す
䣎
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
䣎 

䥹
広
報
委
員
／
髙
屋
舖 

純
子
䥺

絵  画 

�樋口彰吾会員作品「平井山荘の風景」 �樋口彰吾会員作品 「猪名川にて」 

�羽山淳子会員作品 今年ものびのび �羽山淳子会員作品 桜が笑う私も笑う 

訂
正
と
お
詫
び 

第
１
８
０
号
４
ペ
䤀
ジ
の
記
事
䣍
良
元
３

の
２
地
域
班
䣍䣓
と
ん
ど
焼
䣔
ボ
ラ
ン
テ

䣵
ア
参
加
者
は
７
名
で
し
た
䣎 
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日常でお困りのことはシルバー人材センターにご相談ください 
高齢者の知識と経験を活かして、様々な仕事をお引き受けしています。依頼内容によっては対応できない

仕事もありますので、まずお電話でお問合わせください。TEL 0797(81)7000 

家事援助サービス 
・室内清掃 
・窓ガラス・網戸・換気扇など清掃 
・食事の支度・洗濯 
・網戸などの片付け手伝い 
・ゴミステーションの掃除 
・買い物…など 

事務サービス 
・あて名・賞状書き 
・パソコン操作指導 
・原稿づくり…など 

お庭の手入れ 
・植木剪定・施肥 
・植木の水やり 
・雑草刈り(機械・手刈り) 
・庭の掃除…など 
＊植木の剪定は毎年３月から年間予
約(４月から３月)を承っていま
す。 

空き地・空き家管理 
・外観点検 
・清掃 
・郵便物の確認…など 
 

子育て支援サービス 
・子どもとお留守番 
・イベントやセミナーでのお子
さまの一時預かり…など 

＊２歳以上からお預かりしま
す。(但し所定の条件有り) 家屋の手入れ 

・簡易な大工仕事・塗装 
・家具の組立…など お墓の掃除 

・水洗い 
・雑草刈り 
・献花…など 

お問合わせ先：公益社団法人  宝塚市シルバー人材センター  

〒665-0827宝塚市小浜2丁目1番1号 TEL.0797(81)7000  FAX.O797(81)7040 

https://www.sjc‐takarazuka.or.jp  

 

 

 

シルバー人材センターの会員になるには 

◎会員の条件 

宝塚市在住の６０歳以上の健康で働く意欲のある方で、シルバー人材センターの趣旨に賛同していただ

ける方。 

◎入会方法 

入会説明会は毎月第４月曜日午後１時より開催していますので、事前に予約の上参加してください。 

入会申込書・顔写真などの必要書類の提出と、会費(年額2,000円)の納入で会員となります。 

 

☆ワークサポート宝塚内（宝塚駅前ソリオ２・７階）にてシルバー人材センター案内＆相談出張所を開

設しています。シルバー人材センター相談員が専用ブースで入会相談にお答えします。 

開催日時 毎月第１・第３水曜日午前１０時から正午まで 

 

*ご興味のある方は、まずはシルバー人材センター事務局までお電話か、ワークサポート宝塚専用ブースま

でお問合わせください。 

シルバー人材センター会員募集 就業などを通じて社会参加しませんか 

宝塚市シルバー人材センター �検索 


